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與謝野 晶子 訳 



早 蕨の 歌 を 法師す 君に 似ず よき 言葉 を 

ば 知らぬ めでた さ (晶子) 

「日の 光林 藪し わかねば いその かみ 古り にし 里 も 花 は 

咲きけ リ」 と言われる 春であった から、 山荘の ほとり 

のにお いやかに なった 光 を 見ても、 宇治の 中の 君 は、 

どうして 自分 は 今まで 生きて いられた ので あろうと、 

現在 を 夢の ようにば かり 思われた。 四季 時々 の 花の 色 

も 鳥の 声 も、 明け暮れ 共に 見、 共に 聞き、 それによ つ 

て 歌 を 作り かわす こと をし、 人生の 心細 さも 苦し さも 



いよ 父宫の 遺愛の 宇治の 山荘 を 離れて 行く ことになる 

のかと 中の 君 は 心細くて 歎 かれば かリ する、 そうかと 

い つ て 寂し さに 堪えて y J こに 独居す る 決心 もで きそう 

になかった。 宮 から 熱愛 はして いながら もこの ままで 

は 自然に 遠い 仲に なつ ていく かもしれ ぬの を どう 思つ 

ている かと 恨んで およこしになる の も 少しお 道理に 思 

われる ところ もあった ので、 どう すれば よい かとば か 

はんもん 

り 煩悶す る 中の 君であった。 二月に なったら すぐと い 

つぼみ 

うこと であった から、 近づく にした がい 咲く 花の 蕾 

も 大きく ふくらんで くるの を 見て は、 春の 花の すべて 

きがん 

を 見ずに 行く ことが 心残りに 思われ、 帰 雁の ように 



花の香と 客の 貴人のに おいの 混じって 立つ の も 花 橘 

ではない が 昔 恋しい 心 を 誘った。 つれづれな 生活の 慰 

めに も 人生の 悲しみ を 紛らわす ために も、 紅梅の 花 は 

姉 君の 愛した もので あつたと 思う ことが 心から あふれ 

て、 

見る 人 も あらしに まよ ふ 山里に 昔覚 ゆる 花の香 ぞ 

する 

と 言う ともなく ほのかに 絶え絶えに 一一 一一 n うの を、 薫 は 

なつかし そうに 自身の 口にの せてから、 



と 言って、 笑顔 をして いるの を 見て は、 弁の 尼の 心 

境と は あまりに も 相違した ものであると 中の 君 はう と 

ましく 思った。 もう 一人の 女房、 

ま 

過ぎに しが 恋しき y 」 とも 忘れね ど 今日はた 先づ も 

行く 心 かな 

この 二人 は どちらも 長く いた 年寄りの 女房で、 皆大 

姫君 付きになる の を 希望した 者で あつたが、 利己的に 

主人 を 変えて、 今日は 縁起の よい ことより 言って はな 



ら ぬと 言葉 を 慎んで いるの もい やな 世の中で あると 思 

う 中の 君 はもの も 言われなかった。 道の 長くて けわし 

い 山路で あるの を はじめて 知り、 恨めしく ばかり 思つ 

た宫の 通い路の 途絶え も 無理の ない 点 も あるよう に 思 

うこと がで きた。 白く 出た 七日の 月の 霞んだ の を 見て 

みち r な によおう たんそく 

遠い 路に 馴れぬ 女王 は 苦し さに 歎息しながら、 

なが むれば 山より 出で て 行く 月 も 世に 住み わびて 

山に こそ 入れ 

と 口ずさまれる のであった。 変わった 境遇へ こうし 



サ+6 、， 

あつたから、 中の 君の 着く 夜の 気配 をよ そながら 知り 

たく 思い、 その 日 は 夜が ふける まで、 まだ 人の 住まぬ 

新築した ばかりの 家に とどまつ ている うちに、 迎えに 

出した 前駆の 人た ちが 帰って来て、 いろいろ 報告した。 

兵 部 卿の 宫が御 満足な ふうで 新婦 を 御大 切に お扱いに 

なる 御 様子で あると いう こと を 聞く 薫 は、 うれしい 気 

のす る 一方で はさす がに、 自身の 心からで はあった が 

得べき 人 を 他へ 行かせて しま つたことの 後悔が 苦しい 

ほど 胸に つのって きて、 取り返し 得る こと はでき ぬ も 

ひとりごと 

のであろう かと、 こんなう めきに 似た 独 言 も 口から 

出た。 



ことな ど を 思う こと はでき ぬと 相手に せぬ 様子 を 聞き 

どうして 中 納言ま でが 懇切に 自分の ほうから 一一 一一 n いだし 

たこと に 気のない ような 返辞 をす るので あろうと、 一 

時 は 恨んだ ものの、 兄弟で はあって も 敬服せ ずに おら 

れぬ ところの 備わった 薫に、 しいて 六の 君 を娶ら せる 

こと は 断念した。 

陽春の 花盛りに なって、 薫 は 近い 二 条の院 の 桜の 

梢 を 見やる 時に も 「あさ ぢ原 主な き 宿の さくら 花 心 

やすく や 風に 散る らん」 と 宇治の 山荘が 思 い やられて 

におうみ や 

恋しい ままに、 匂宫 をお 訪ねし に 行った。 宫 はおお 

かた ここにお いでになる ようになって、 貴人の 夫人ら 



ると 思う ほどの 親切 を 見せて いた 人な の だからね。 私 

のために は 多少 それ は 危険 を 感ずべき ことで は あ つ て 

も、 あんなに 冷遇 すれば 男 はかえ つて 反発 的な こと を 

起こす ものです よ。 近くへ お呼びに なって 昔話で もし 

たらい いでしょう」 

こんな こと を 夫人に 言われた ので あるが、 また、 

「しかし あまり 気を許して 話し合う こと はどうだろう _ 

疑わしい 心が 下に 見えます からね」 

ともお 言いに なった ので、 どう すれば よい かわから 

ぬよう なめん どうさ を 中の 君 は 感じた。 自分に もまれ 

な 好意の 寄せられ たの を 知っている のであった から、 
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